
日和下駄

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
体
験
報
告
を
し
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
何
事
も

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

昨
年
４
月
よ
り
い
ち
き
串
木
野
市
地

う
に
な
り
、
今
後
さ
ら
に
英
語
の
力
を

域
女
性
連
会
長
を
引
き
受
け
、
や
っ
と

高
め
た
い
と
発
表
し
ま
し
た
。

一
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、
安

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

オ
カ
リ
ナ
講
座
生
は
、
優
し
い
音
色

堵
の

で
童
謡
な
ど
３
曲
を
演
奏
し
、
聴
く
人

本
市
は
県
下
で
も
女
性
連
活
動
が
特

の
耳
を
引
き
つ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
伊

に
盛
ん
な
町
と
言
わ
れ
て
お
り
、
先
輩

集
院
地
域
女
性
連
ハ
ー
モ
ニ
ー
ク
ラ
ブ

方
が
知
恵
と
労
を
費
や
し
、
様
々
な
活

は

「
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機
」
の
曲
に

動
を
先
駆
け
、
現
在
で
も
脈
々
と
受
け

、
合
わ
せ
て
手
話
ダ
ン
ス
を
発
表
し
、
会

継
が
れ
て
い
ま
す
。

月
２
日(

日)

、
日
置
市
伊
集
院
文

学
習
の
成
果
発
表
は
い
ち
き
串
木
野

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た

こ
の
大
切
な
行
事
を
絶
や
す
こ
と
な

。

12
化
会
館
で
日
置
地
区
生
涯
学
習
推
進
大

市
の
ズ
ン
バ
で
始
ま
り
ま
し
た
。
講
座

講
演
は

「
出
張
！

ゴ
ル
ゴ
塾

命
の

く
次
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
責
務

、

会
が
５
３
１
人
の
参
加
の
中
開
催
さ
れ

生
ら
は
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
元
気
な
ダ
ン

授
業
」
と
題
し
て
タ
レ
ン
ト
の
ゴ
ル
ゴ

を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
時
代
の
流
れ
と

、

日
頃
取
り
組
ん
で
い
る
学
習
成
果
の
発

ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

松
本
氏
が
行
い
ま
し
た
。
軽
妙
な
語
り

共
に
女
性
連
活
動
の
変
化
と
同
時
に
、

表
等
を
し
ま
し
た
。

各
市
の
生
涯
学
習
の
紹
介
で
は
、
青

口
で
会
場
の
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

活
動
に
対
す
る
若
い
方
々
の
思
い
や
理

開
会
行
事
で
は
、
田
畑
誠
一
会
長(

い

少
年
の
育
成
活
動
や
寺
子
屋
塾
、
女
性

心
を
つ
か
み

「
言
葉

「
歴
史
」
｢
命
」

解
の
温
度
差
を
感
じ
ま
す
。

、

」

ち
き
串
木
野
市
長)

が
開
会
の
あ
い
さ
つ

委
員
会
な
ど
様
々
な
取
組
の
発
表
が
あ

の
大
切
さ
を
分
か
り
や
す
く
熱
く
語
り

こ
れ
か
ら
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

を
、
宮
路
高
光
日
置
市
長
が
歓
迎
の
あ

り
ま
し
た
。

ま
し
た
。
最
後
に
、
命
の
漢
字
を
表
現

せ
た
り
、
若
い
方
の
意
見
も
取
り
入
れ

い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た

表
彰
式
で
は

体
験
発
表
で
は
、
日
置
市
の
青
少
年

す
る
ポ
ー
ズ
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た

た
り
し
な
が
ら
、
今
一
度
原
点
に
返
っ

。

、

。

６
個
人
・
４
団
体
が
地
区
社
会
教
育
表

海
外
派
遣
事
業
に
参
加
し
た
鈴
木
琴
乃

ロ
ビ
ー
で
は
各
市
の
パ
ネ
ル
展
示
も

て
、
女
性
連
活
動
の
必
要
性
、
大
切
さ

彰
を
受
け
ま
し
た

（
表
彰
者
は
第

号

さ
ん
（
甲
南
高
校
２
年
）
が
ア
メ
リ
カ

あ
り
、
充
実
し
た
生
涯
学
習
推
進
大
会

等
を
私
自
身
が
学
習
し
、
今
で
き
る
こ

。

40

に
掲
載
）

の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ピ
ュ
ア
ラ
ッ
プ
で
の

と
な
り
ま
し
た
。

と
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
に
時
代
が
変
化
し
て
も
、
女

性
の
活
動
の
場
が
広
が
っ
て
も
、
女
性

の
特
性
を
生
か
し
た
気
遣
い
や
思
い
や

り
な
ど
の
視
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
公
共

性
、
自
発
性
、
無
償
性
の
理
念
を
理
解

し
つ
つ
、
市
女
性
連
活
動
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ち
き
串
木
野
市
地
域
女
性
団
体
連
絡

協
議
会

会
長

塩
屋

か
よ
子

日置地区社会教育振興会(1) 平成31年３月11日(月) いもこじ４１号

第41号
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女
性
の
視
点
」

「

学
習
成
果
を
発
表
、
講
演
は
ゴ
ル
ゴ
松
本
氏
の

日
置
地
区
生
涯
学
習
推
進
大
会

「
命
の
授
業
」

日
置
市
生
涯
学
習
推
進
大
会

い
も
こ
じ



月

日
に
、
発
表
者
が
面
白
い
と

月
３
日
、
い
ち
き
串
木
野
市
生
涯

２

12

26

思
っ
た
本
を
３
分
間
で
紹
介
し
、
会
場

学
習
大
会
で
、
脚
本
家
の
中
園
ミ
ホ
さ

１
月

日
、
市
子
ど
も
会
大
会
を
い

に
い
た
人
の
投
票
で
一
番
読
み
た
く
な

ん
の
講
演
会
が
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で

17

ち
き
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
市
内

っ
た
「
チ
ャ
ン
プ
本
」
を
決
め
る
、
第

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成

年
４
月
に
就
航
し
た
「
フ
ェ

30

」

、

の
子
ど
も
会
会
員
と
育
成
指
導
者
等
、

３
回
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
大
会
が
い
ち
き

中
園
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
花

リ
ー
と
し
ま
２

の
就
航
記
念
と
し
て

併
せ
て
約
６
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ア
ク
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
と
ア
ン

「
ド
ク
タ
ー
Ｘ
外
科
医
・

昨
年

月
３
日
（
土
）
に
、
鹿
児
島
市

」
、

11

始
め
に
、
市
来
小
金
管
バ
ン
ド
の
元

市
内
の
小
学
４
年
生
以
上
の
児
童
８

大
門
未
知
子
」
や
昨
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河

の
ジ
ェ
イ
ド
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
村
民

気
あ
る
演
奏
で
始
ま
り
ま
し
た
。

名
と
中
学
校
の
生
徒
５
名
の
バ
ト
ラ
ー

ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
の
脚
本
を
手
が

文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
子
ど
も
会
表
彰
で
は
、
秋
山
俊
一

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

け
ら
れ
ま
し
た
。
い
ち
き
串
木
野
市
に

七
島
の
全
て
か
ら
、
伝
統
芸
能
や
和

さ
ん
（
湊
地
区
）
と
上
名
地
区
子
ど
も

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
、
自
分
の
好
き

は
取
材
で
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
英
国

太
鼓
、
ス
チ
ー
ル
ド
ラ
ム
な
ど
が
披
露

会

駅
前
子
ど
も
会
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た

な
本
の
よ
さ
を
伝
え
る
た
め
、
じ
っ
く

留
学
記
念
館
や
英
国
留
学
生
の
話
も
さ

さ
れ
、
ト
カ
ラ
列
島
の
歴
史
や
貴
重
な

、

。

ま
た
、
大
原
地
区
子
ど
も
会
、
川
南

り
と
本
を
読
み
込
み
、
深
く
理
解
す
る

れ
ま
し
た
。

文
化
の
存
在
に
つ
い
て
改
め
て
見
直
す

地
区
子
ど
も
会
が
日
頃
の
活
動
を
発
表

こ
と
で
読
書
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
り

講
演
は
、
｢脚
本
家
の
視
点
か
ら
～
ド

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。
さ
ら
に

「
ア
ド
ベ
ン
チ

ま
す
。
ま
た
、
他
の
人
の
発
表
を
聴
く

ラ
マ
の
取
材
を
通
し
て
思
う
こ
と
」
と

当
日
は
、
島
民
及
び
一
般
の
来
場
者

、

ャ
ーi

n

こ
し
き
島
」
の
事
業
発
表
が
あ

こ
と
で
、
読
書
の
幅
が
広
が
り
、
新
た

題
し
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

を
含
め
、
約
４
０
０
人
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。

な
発
見
や
考
え
方
を
知
る
機
会
に
な
り

「
西
郷
ど
ん
」
の
話
で
は
、
脚
本
づ
く

り

「
村
民
で
も
初
め
て
見
る
演
目
も
あ
っ

、

そ
し
て
今
回
は
特
別
に
、
濵
田
子
ど

ま
す
。

り
を
通
し
て
西
郷
さ
ん
の
人
柄
に
魅
せ

て
感
激
し
た

「
一
度
に
七
島
の
伝
統
行
事

。」

も
福
祉
基
金
に

ど
の
発
表
も
素
晴
ら
し
く
、
会
場
の

ら
れ
た
こ
と
や
大
河
ド
ラ
マ
で
は
描
き

等
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
貴
重
な
体
験

。
」

。

よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

審
査
員
の
中
に
は

き
れ
な
い
程
の
多
く
の
物
語
性
に
溢
れ

だ
っ
た

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た

人
「
ハ
ッ
ピ
ー

投
票
に
悩
む
姿
も

て
い
た
こ
と
な
ど
興
味
深
い
話
に
引
き

十
島
村
は
、
南
北
に
約
１
６
０
㎞
と

ブ
リ
ン
デ
ン
」

多
く
見
ら
れ
ま
し

込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

い
う
行
政
区
域
で
す
。
七
つ
の
有
人
島

の
、
手
話
等
を

た
。
チ
ャ
ン
プ

ま
た
、
客
席
か
ら
の
史
実
の
質
問
に

に
は
約
７
０
０
人

本

交
え
た
歌
の
バ

も
丁
寧
に
応
え

の
村
民
が
暮
ら
し

は
次
の
と
お
り
で

リ
ア
フ
リ
ー
コ

て
く
だ
さ
い
ま
し

て
い
ま
す
。

す
。

ン
サ
ー
ト
が
あ

た
。
こ
れ
か
ら
の

今
回
の
村
民
文

・
小
学
生
の
部

り
ま
し
た
。

チ
ャ
ン
プ
本

生
き
が
い
の
あ
る

化
祭
の
大
成
功
は
、

最
後
は
子
ど

「
ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
辞
典
」

人
生
に
向
け
て
楽

村
民
の
連
帯
感
を

も
た
ち
も
舞
台

川
上
小
学
校
４
年

内
田

雄
進

し
く
わ
か
り
や
す

高
め
、
今
後
の
十

に
上
が
り
大
い

く
、
多
く
の
示
唆

島
村
の
発
展
に
大

・
中
学
生
の
部

に
盛
り
上
が
り

チ
ャ
ン
プ
本
「
幻
想
映
画
館
」

を
与
え
て
い
た
だ

き
く
貢
献
す
る
も

ま
し
た
。

串
木
野
中
学
校
３
年

平
田

心
暖

き
ま
し
た
。

の
と
考
え
ま
す
。
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「
フ
ェ
リ
ー
と
し
ま
２
」
就
航
記
念

第
三
回
文
化
の
祭
典

セ
ブ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド

（
村
民
文
化
祭)

２
０
１
８

島
村
教
育
委
員
会

十

い
ち
き
串
木
野
市
教
育
委
員
会

第
３
回
市
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
大
会

市
子
ど
も
会
大
会

い
ち
き
串
木
野

市
生
涯
学
習
推
進
大
会
講
演
会



「
自
分
以
外
の
人
の
た
め
に
使
う
時
間

に
手
作
り
で
き
る
ケ
ー
キ
に
、
参
加
し

を
増
や
し
て
い
く

「
大
切
な
も
の
は

た
親
子
は
大
満
足
で
し
た
。

。
」

目
に
は
見
え
な
い

が
印
象
的
で
し
た

月

日
、
吹
上
地
域
で
は

人
の

。
」

。

12

16

26

本
市
で
は
、
家
庭
教
育
学
級
は
、
各

本
市
で
は
、
家
庭
教
育
に
な
お
一
層

親
子
が
ク
リ
ス
マ
ス

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
ご
と
に
取
り
組

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

リ
ー
ス
作
り
に
チ
ャ

月
３
日(

土)

、
今
年
で

回
目
と

11

14

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

な
る
三
島
村
民
ス
ポ
レ
ク
大
会
が
竹
島

初
め
て
、
市
全
体
で
の
講
演
会
を
開
催

土
台
と
な
る
カ
ズ
ラ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

を
細
い
カ
ズ
ラ
で
組

当
日
は
、
全
て
の
島
の
子
供
か
ら
お

月

日
（
土
）
午
後
、
各
学
校
等

み
立
て
、
麻
ひ
も
で

年
寄
り
ま
で
総
勢
２
３
０
名
が
竹
島
に

12

15

の
家
庭
教
育
学
級
生
の
他
、
こ
の
機
会

県
が
進
め
て
い
る
「
地
域
で
支
え
る

吊
る
す
部
分
を
作
り
、

集
合
。
徒
競
走
や
玉
入
れ
、
綱
引
き
、

に
家
庭
教
育
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

家
庭
教
育
推
進
事
業
」
の
中
の
『
市
町

グ
ル
ー
ガ
ン
で
飾
り

地
区
対
抗
リ
レ
ー
、
未
就
学
児
に
よ
る

方
や
講
師
の
教
え
子
等
、

人
が
日
置

村
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
活
動
の
推

を
付
け
て
い
き
ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル

お
ゆ
う
ぎ
や
老
人
会
の
宝
釣
り
、
じ
ゃ

76

市
中
央
公
民
館
に
集
い
ま
し
た
。

進
』
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
３
か
年
で

の
作
品
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
各
家
庭
で

ん
け
ん
大
会
な
ど
、
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ

講
師
は
、
前
南
九
州
市
教
育
委
員
会

取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

飾
ら
れ
ま
し
た
。

ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

、

、

、

、

教
育
長
の
中
村
洋
志
氏
で

「
次
代
を

本
市
の
取
組
の
一
つ
に
、
親
子
ふ
れ

月

日
、
日
吉

未
就
学
児

児
童
・
生
徒

高
齢
者

12

25

担
う
の
は
、
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
～

あ
い
講
座
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
伊

地
域
で
は

人
の
親

成
人
、
村
民
全
員
が
主
役
に
な
っ
た
一
日
で

13

親
や
教
師
、
地
域
の
あ
り
方
が
最
高
の

集
院
地
域
で
行
っ
て
い
た
親
子
参
加
型

子
が
参
加
し
、
お
正

し
た
。
三
つ
の
島
の
住
民
が
一
つ
の
島

教
育
～
」
と
い
う
演
題
で
、

分
間
の

の
活
動
を
、
各
地
域(

旧
町
ご
と
）
す
べ

月
料
理
の
由
来
を
学

に
集
ま
っ
て
交
流
す
る
機
会
は
一
年
に

90

御
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

て
で
実
施
す
る
よ
う
に
し

今
年
度
は

ん
だ
後
、
紅
白
な
ま

一
度
の
こ
の
時
だ
け
で
す
。
定
期
船
の

、

、

幼
稚
園
児
か
ら
大
学
生
、
教
職
員
等

夏
と
冬
の
計
２
回
ず
つ
行
う
よ
う
に
計

す
、
昆
布
巻
き
、
筑

都
合
に
よ
り
、
約
４
時
間
と
い
う
限
ら

を
対
象
に
、
永
年
に
わ
た
り
関
わ
っ
て

画
し
ま
し
た
。
各
地
域
女
性
連
の
方
々

前
煮
等
を
作
り
、
一

れ
た
時
間
で
し
た
が
、
皆
で
楽
し
み
、

こ
ら
れ
た
中
村
先
生
の
体
験
に
基
づ
く

が
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
指
導
・

足
早
い
お
正
月
気
分

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
笑
顔
が
溢
れ
る
充
実

講
話
は
、
参
加
者
一
人
一
人
の
心
に
深
く

支
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

を
味
わ
い
ま
し
た
。

し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

入
っ
て
い
き

冬
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

月

日
、
東
市
来

三
島
村
で
は
、

12

27

ま
し
た
。
特

月
１
日
、
伊
集
院
地
域
で
は

人

地
域
で
は

人
の
親

ス
ポ
レ
ク
大
会
と

12

44

13

に
、
日
野
原

の
親
子
が
参
加
し
、
ケ
ー
キ
作
り
を
行

子
が
参
加
し
、
飾
り

文
化
祭
を
交
互
に

重
明
先
生
の

い
ま
し
た
。
ケ
ー
キ

餅
や
い
も
餅
を
作
り
ま

各
島
を
回
っ
て
実

生
き
方
に
学

の
ス
ポ
ン
ジ
が
焼
け

し
た
。
子
供
た
ち
は
熱
心
に
取
り
組
み
、

施
し
ま
す
。
来
年

ば
れ
た
と
い

る
間
に
は
、
ミ
ニ
ツ

試
食
で
は
ほ
と
ん
ど
の
子
供
が
完
食
し

は
片
泊
地
区
で
文

う
こ
と
で
、

リ
ー
を
作
り
ま
し
た

ま
し
た
。
お
土
産
の
お
餅
を
も
ら
い
、

化
祭
が
開
催
さ
れ

。

｢い
の
ち
は
自

生
ク
リ
ー
ム
を
た
っ

笑
顔
で
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

る
予
定
で
、
そ
の

分
が
使
え
る

ぷ
り
使
い
、
い
ち
ご

参
加
し
た
親
子
に
と
っ
て
、
思
い
出

日
を
全
員
楽
し
み

時
間
で
あ
る

｣

を
飾
り
付
け
、
簡
単

に
残
る
素
敵
な
体
験
活
動
と
な
り
ま
し
た

に
し
て
い
ま
す
。

。

。

竹
島
に
集
合
！

「
村
民
ス
ポ
レ
ク
大
会
実
施
」

三
島
村
教
育
委
員
会

日置地区社会教育振興会(3) 平成31年３月11日(月) いもこじ４１号

日
置
市
家
庭
教
育
学
級
講
演
会

教
育
委
員
会

日
置
市

冬
の
親
子
ふ
れ
あ
い
講
座

日
置
市
教
育
委
員
会



地
区
子
ど
も
会
大
会
、
指
導
者
・
育
成
者
研
修
会

鹿
児
島
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

月

日(

土)

、
鹿
児
島
地
区
子
ど

で
い
る
様
子
が
伝
わ
る
素
晴
ら
し
い
発

月

日(

金)

、
地
区
文
化
財
担
当

地
区
子
ど
も
会
大
会
で
、
次
の
個
人
・

12

15

12

21

も
会
大
会
、
指
導
者
・
育
成
者
研
修
会

表
で
し
た
。
下
神
殿
子
ど
も
会
育
成
会

者
等
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お

を
日
置
市
伊
集
院
文
化
会
館
で
開
催
し

は
、
少
子
化
の
中
で
活
動
を
や
め
る
の

今
回
は
明
治
維
新
１
５
０
年
に
当
た

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
※
敬
称
略

地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

ま
し
た
。
大
会
に
は
地
区
内
の
子
ど
も

で
は
な
く
、
近
隣
子
ど
も
会
が
合
併
し

り

仙
厳
園

尚
古
集
成
館

異
人
館

、

、

、

、

会
員
、
指
導
者
・
育
成
者
ら
３
８
７
人

て
活
動
を
継
続
す
る
取
組
を
紹
介
し
ま

黎
明
館
、
西
郷
南
州
顕
彰
館
等
を
見
学

○
中
野

弘
己(

い
ち
き
串
木
野
市)

が
参
加
し
ま
し
た
。

し
た
。

し

明
治
維
新
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
し
た

○
妙
円
寺
三
区
子
ど
も
会(

日
置
市)

、

。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
下
神
殿
棒
踊
り
保

｢良
か
と
こ
さ
が
し
の
旅
」
と
題
し
た

仙
厳
園
で
は
、
世
界
文
化
遺
産
の
反

○
北
区
子
ど
も
会(

日
置
市)

存
会
に
よ
る
元
気
の
あ
る
棒
踊
り
の
後

講
演
で
は
、
前
鹿
児
島
市
中
央
公
民
館

射
炉
跡
や
御
殿
の
中
を
見
学
し
た
り
、

○
下
与
倉
子
ど
も
会
育
成
会(

日
置
市)

、

開
会
式
で
は
松
尾
四
男
会
長
の
あ
い
さ

長
の
中
馬
道
則
氏
が
、
ギ
タ
レ
レ
伴
奏

庭
園
か
ら
の
雄
大
な
景
色
を
眺
め
た
り

○
生
福
地
区
生
野
子
ど
も
会

つ
に
続
き
、
日
置
市
教
育
委
員
会
の
奥

に
歌
を
交
え
な
が
ら

「
子
供
の
良
さ
を

し
が
ら
、
当
時
の
生
活
の
様
子
に
思
い

(

い
ち
き
串
木
野
市)

、

善
一
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

見
つ
け
、
子
供
に
何
の
た
め
に
ど
ん
な

を
馳
せ
ま
し
た
。

○
冠
岳
地
区
子
ど
も
会

た
。
表
彰
式
で
は
１
個
人
・
７
団
体
が

活
動
を
し
た
ら
良
い
か
考
え
さ
せ
る
こ

黎
明
館
で
は
、
御
楼
門
の
復
元
作
業

(

い
ち
き
串
木
野
市)

地
区
表
彰
を
受
け
、
ま
た
九
州
・
全
国

と
が
大
切
で
あ
る
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

場
を
見
学
し
ま
し
た
。
１
８
７
３
年
の

○
諏
訪
之
瀬
島
子
ど
も
会(

十
島
村)

表
彰
の
伝
達
等
も
あ
り
ま
し
た

（
詳
細

ま
た

別
会
場
で
は

子
供
た
ち
が

火
災
で
焼
失
し
ま
し
た
が
、
現
在
復
元

○
悪
石
島
子
ど
も
会(

十
島
村)

。

、

、

、

全
国
子
ど
も
会
連
合
会
表
彰

は
下
段
に
掲
載
）

県
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
指

作
業
中
で
、
当
日
は
建
立
当
時
の
敷
石

体
験
発
表
で
は
、
各
市
の
リ
ー
ダ
ー

導
で
創
作
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

を
元
の
場
所
に
収
め
る
作
業
を
見
る
こ

○
平
野

道
幸(

い
ち
き
串
木
野
市)

九
州
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

研
修
事
業
の
発
表
や
下
神
殿
子
ど
も
会

者
は
木
片
を
磨
い
て
、
自
分
だ
け
の
オ

と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
３
月
に
は
御

育
成
会
、
飯
牟
礼
上
中
子
ど
も
会
の
活

リ
ジ
ナ
ル
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
づ
く
り
に
挑

楼
門
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

○
林
田

榮
次(

日
置
市)

鹿
児
島
県
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
表
彰

動
の
発
表
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
内
容
が

戦
し
ま
し
た
。
大
人
も
子
供
も
充
実
し

続
い
て
西
郷
南
州
顕
彰
館
を
見
学
し
、

充
実
し
、
子
供
が
主
体
的
に
取
り
組
ん

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

西
郷
隆
盛
や
西
南
戦
争
に
つ
い
て
学
び

○
池
之
上

理
子(

い
ち
き
串
木
野
市)

、

鹿
児
島
県
優
良
少
年
少
女
団
体
表
彰

最
後
に
南
州
墓

地
で
研
修
を
終
え

○
清
藤
子
ど
も
会(

日
置
市)

ま
し
た
。

○
南
区
子
ど
も
会(

日
置
市)

明
治
維
新
の

○
下
与
倉
子
ど
も
会(

日
置
市)

文
化
財
や
先
人

の
偉
業
に
触
れ
、

改
め
て
鹿
児
島

の
歴
史
を
再
認

識
し
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
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編

集

後

記

平
成

年
度
は
虐
待
が
大
き
な
問
題
と
な
り

30

ま
し
た
。
今
こ
そ
社
会
教
育
の
出
番
だ
と
思
い

ま
す
。
地
域
の
教
育
力
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
有
意

(

事
務
局
三
浦
）

義
な
一
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

国
・
県
・
地
区
社
会
教
育
関
係
表
彰

明
治
維
新
の
足
跡
を
た
ど
る

地
区
文
化
財
担
当
者
等
研
修
会


